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若鮎魂で運動会も頑張るぞ！オーッ！ 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
天
真
爛
漫
で
元
気
い
っ
ぱ
い
な
子
ど
も
達

に
、
杉
の
よ
う
に
真
っ
す
ぐ
健
や
か
に
育
て
と
願
い
を
込
め
て
、
運

動
会
の
入
場
門
と
な
る
緑
門
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。 

 

鹿
児
島
県
の
緑
門
の
歴
史
は
古
く
１
０
０
年
を
超
え
る
と
も
言
わ

れ
ま
す
が
、
東
郷
幼
稚
園
で
は
今
年
で
１３
年
目
。
園
庭
入
口
に
設
置

さ
れ
た
今
年
の
緑
門
も
、
力
強
さ
と
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
立
派
な

門
と
な
り
、
完
成
を 

待
ち
わ
び
た
園
児
ら 

か
ら
「
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
、 

手
作
り
メ
ダ
ル
の
お 

礼
を
い
た
だ
き
ま
し 

た
。 

 

１０
月
と
は
思
え
な 

い
厳
し
い
暑
さ
の
中
、 

制
作
に
ご
協
力
く
だ 

さ
っ
た
自
治
会
長
様 

を
は
じ
め
、
体
育
部 

長
様
、
地
域
づ
く
り 

部
員
の
皆
様
、
誠
に 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。 

発行元 

斧渕地区 

コミュニティ協議会 

℡４２‐０８６４ 

 

日
本
キ
ワ
ニ
ス
文
化
賞
受
賞 

東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会 

日
本
の
伝
統
文
化
の
伝
承
に
あ 

た
り
、
特
に
功
績
の
あ
っ
た
団 

体
又
は
個
人
に
贈
ら
れ
る
日
本
キ
ワ 

ニ
ス
文
化
賞
の
贈
呈
式
が
９
月
１７
日
、
東
郷 

公
民
館
で
行
わ
れ
、
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
保
存

会
が
鹿
児
島
県
内
で
初
め
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

比
較
的
世
間
に
知
ら
れ
ず
苦
労
を
重
ね
て
い

る
人
々
を
広
く
探
し
求
め
、
そ
の
中
か
ら
毎
年

１
件
ず
つ
選
ん
で
表
彰
し
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら

う
と
共
に
、
そ
の
存
在
を
広
く
紹
介
し
、
日
本

の
優
れ
た
伝
統
文
化
の
保
持
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
同
時
に
、
日
本
の
伝
統
文

化
の
保
持
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
子
ど
も
達
の

グ
ル
ー
プ
を
優
先
す
る
も
の
と
す
る
と
定
め
、

３
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
を
つ
な
ぐ
同
保
存
会

の
活
動
や
、
子
ど
も
人
形
浄
瑠
璃
で
の
後
継
者

育
成
、
東
郷
学
園
で
の
地
域
伝
統
芸
能
指
導

等
、
総
合
的
に
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞
に
い
た

り
ま
し
た
。 

贈
呈
式
に
は
保
存 

会
の
野
久
尾
忠
会
長 

ら
４
人
が
出
席
さ
れ 

ま
し
た
。 

《
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
》 

江
戸
時
代
前
期
（
17
世
紀
後
半
）
参

勤
交
代
の
折
、
島
津
氏
の
随
行
役
を
し

て
い
た
東
郷
の
郷
士
が
、
郷
里
の
子
弟

の
士
気
振
作
に
と
上
方
（
関
西
地
方
）

か
ら
文
弥
節
の
師
匠
を
連
れ
帰
り
広
め

た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
三
ヶ
郷
集
落
の
郷
士
た
ち

に
伝
承
さ
れ
、
例
年
神
社
に
奉
納
し
た

り
、
秋
の
収
穫
後
の
お
祭
り
な
ど
娯
楽

を
兼
ね
て
野
外
劇
場
を
作
り
催
し
て
い

た
ほ
か
、
結
婚
式
や
新
築
祝
い
な
ど
に

も
頼
ま
れ
た
り
し
て
演
じ
て
い
ま
し

た
。 昔

か
ら
『
人
形
踊
り(

お
ど
い)

』
と

も
言
わ
れ
、
語
り
太
夫
・
三
味
線
・
太

鼓
・
拍
子
木
各
一
人
と
、
人
形
遣
い
は

男
人
形
を
一
人
、
女
人
形
は
二
人
で
操

り
、
語
り
や
人
形
の
動
き
も
や
や
単
調

で
素
朴
な
の
が
特
徴
で
す
。 

平
成
20
年
に
国
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
文
弥
節
は
、
人
形
浄
瑠

璃
創
始
期
の
原
形
を
と
ど
め
た
古
浄
瑠

璃
と
言
わ
れ
、
日
本
で
は
新
潟
県
佐
渡

島
、
石
川
県
白
山
市
（
旧
尾
口
村
）
，

宮
崎
県
都
城
市
（
旧
山
之
口
町
）
と
東

郷
を
含
め
４
県
だ
け
に
残
さ
れ
て
い
る

貴
重
な
も
の
で
、
現
在
は
『
常
盤
御
前

雪
の
段
』
『
鞍
馬
下
り
の
段
』
『
卒 

塔
婆
引
』
が
演
ぜ
ら 

れ
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

写
真
右
か
ら 

村
上 

猛
さ
ん 

 

前
園 

教
一
さ
ん 

 

古
川 

健
一
さ
ん 

 

野
久
尾 

忠
さ
ん 
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《
イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知
ら
せ
》 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
左
記
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
決
定
し
て
い

ま
す
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
と
っ
て
残
念
な
お
知
ら
せ
と
な
り
ま
す
が
、
何
卒
ご

理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

★
１１
月
６
日
（
土
）
東
郷
地
域
福
祉
合
同
ス
ポ
ー
ツ
大
会
…
社
会
福
祉
協
議
会
東
郷
支
所
主
催 

★
１１
月
２８
日
（
日
）
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃 

定
期
公
演 

地
区
と
企
業
の
共
生
を
目
指
し
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
が
予
断
を
許
さ
な
い
中
、 

「
地
区
で
有
効
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
、
旧
東
郷
中
学
校
で 

胡
蝶
蘭
の
栽
培
事
業
を
手
掛
け
る
株
式
会
社
C

r

e
ｄ
o 

（
ク
レ
ド
）
様
よ
り
、
不
織
布
マ
ス
ク
と
手
指
消
毒
剤
を
ご 

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク
と
手 

指
消
毒
剤
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
長
を
通
じ
て
地
区
住
民
の 

皆
様
に
配
布
い
た
し
ま
す
。 

㈱
C

r

e
ｄ
o
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
１０
月
１４
日
に
は
、
施
設
の
お
披
露 

目
も
あ
り
、
参
加
し
た
自
治
会
長
は
じ
め
地
区
役
員
の
皆
様 

は
、
改
修
さ
れ
た
校
舎
や
新
設
さ
れ
た
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
を
見 

学
し
、
今
後
の
事
業
展
開
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。 

 

現
在
ハ
ウ
ス
内
に
ズ
ラ
リ 

と
並
べ
ら
れ
た
胡
蝶
蘭
の
苗 

は
、
年
末
か
ら
年
明
け
を
目 

途
に
、
ネ
ッ
ト
販
売
や
現
地 

直
売
が
で
き
る
よ
う
、
大
切 

に
育
て
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 
 

十
月
の
行
事
予
定 

二
十
八
日
（
木
）
体
育
部
長
会 

 
 

 
 

 

東
郷
公
民
館 

１９
時 

 
 

今
後
の
行
事
予
定 

十
一
月
二
日

（
火
）
★
食
育
体
験
『
脱
穀
』 

 

東
郷
幼
稚
園
園
庭 

三 

日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

  
 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分 

七 

日
（
日
）
★
梅
桜
堤
＆
川
内
川
河
川
敷 

草
払
い 

 

８
時 

十 

一 

日
（
木
）
★
食
育
体
験
『
芋
掘
り
』 

東
郷
幼
稚
園 

十 

三 

日
（
土
）
花
い
っ
ぱ
い
運
動
「
花
苗
自
治
会
配
布
」 

一 

七 

日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

  
 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分 

十
七
～
十
九
日 

あ
す
な
ろ
会
「
味
噌
仕
込
み
」 

十 
九 

日
（
金
）
運
営
委
員
会 

 
 

 
  

 

東
郷
公
民
館 

１９
時 

二
十
三
日
（
火
）
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会 

★
マ
ー
ク
…
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業(

参
加
型)

の
対
象
事
業
で
す 

《
投
票
所
の
ご
案
内
》 

投
票
日 

１０
月
３１
日
（
日
）
東
郷
共
同
福
祉
施
設 

期
日
前
投
票 

１０
月
２５
日
（
月
）
～
３０
日
（
土
）
８
時
３０
分
～
１８
時 

 
 

 
 

 
 

 

場
所 

東
郷
支
所 

巡
回
期
日
前
投
票
所 

左
記
の
旧
投
票
所
区
域
内
の
住
民
の
皆
様
を
対
象
に
、 

１０
月
２７
日
（
水
）
の
み
、
期
日
前
投
票
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス 

車
内
で
の
投
票
で
す
。
期
日
及
び
、
投
票
時
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

荒
川
内
集
落
セ
ン
タ
ー 

 
 

投
票
時
間 

９
時
～
１０
時 

五
社
上
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー 

投
票
時
間 

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分 

司
野
自
治
公
民
館 

 
 

 
 

投
票
時
間 

１３
時
～
１４
時 

★
期
日
前
投
票
所
へ
お
越
し
に
な
る
場
合
、
自
宅
な
ど
で
投
票
所
入
場
券
裏 

 

面
の
『
宣
誓
書
』
に
記
入
（
自
著
）
し
、
投
票
所
へ
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば 

投
票
手
続
き
が
早
く
済
み
ま
す
。 

 


